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99mTcHMPAORIアンジオグラフィを用いたアセタゾラミドによる脳血流変化
および脳血管反応性の定量評価
辻志郎，高山輝彦肌松田博史，絹谷啓子，
隅屋寿，久慈一英，利波紀久，久田欣一，
東壮太郎，池田清之，山下純宏
要旨
脳血流およ〔N猶血管におよぼすアセタゾラミド(ダイアモックスｑの効果を,omTc-HMPAO
によるRIアンジオグラフィを用いて定壁評価した。１０例の脳血管障害患者につい
てPatlakplot法を用いて脳血流の絶対値と脳血液曇指数を求め,アセタゾラミド
投与前後で比較した。脳血流，脳血液趣指数とも，アセタゾラミド投与により有
意の増加を認めた。また両者の変化率の比較では，脳血液堂指数の方が大であっ
た。本法は脳血流，脳血液型におよぼす薬剤の効果を評価するのに有用と考えら
れた゜
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